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1. 近年、製品のサプライチェーン(調達・生産)に対する企業の社会的責任に関するステークホルダーの

関心が高まっています。三起商行では、こうした関心に配慮し、自社のみならずサプライヤーや生産委

託先を含む生産現場などサプライチェーンにおける人権、労働環境、安全衛生や環境などの課題に、

サプライヤーとともに取り組むことが求められていると考えます。 

 

2. 基本的な考え方 

「三起商行サプライヤー行動規範」および各方針を三起商行すべての取締役、役員、および従業員一

人ひとりが遵守し、倫理的な事業活動を行うことが基本です。その上で、「サプライチェーンマネジメン

ト」「責任ある調達」に注力し、サプライヤーや生産委託先とともに、「三起商行サプライヤー行動規範」

への遵守活動を通じて「責任あるサプライチェーン」を推進し、関連業界団体などのステークホルダー

と協働した活動を展開します。 

 

3. 体制 

三起商行では、本社の CSR部門、人事総務部門、生産部門が中心となり、さらにその他の本社関連

部門や各ビジネス部門と協力して、活動を推進しています。本社 CSR部門が全社的な方針を定め、

運用については、生産・調達担当の指示の下、代表取締役を運用責任者としています。 

 

4. 2017年の実績 

2017年 10月末、取引先に対して「三起商行株式会社 CSR調達に関する説明会」を開催し、56社か

ら 90名の参加をいただきました。説明会では、全参加者に対して弊社代表取締役より CSR調達への

取組に対するご協力をお願いするとともに、弊社 CSR調達基準書の配布を行って、本件へのご協力を

お願いいたしました。また、説明会後には基調講演として一般財団法人アジア・太平洋人権情報セン

ター（ヒューライツ大阪） 特任研究員 松岡秀紀様から、サプライチェーンと人権に関するご講義をい

ただきました。その後も、説明会に参加できなかった取引先には、個社別にて調達基準書に関する説

明を継続的に行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 10月 31日 「三起商行株式会社 CSR調達に関する説明会」の様子 

 



また、弊社では、お取引様に対して行ったCSR調達に関するアンケートの内容を再分析いたしました。

その結果、昨今の海外・国内の動向を鑑み、重要課題をいくつか特定、把握しております。即ち、海外

取引先においては、CSR 調達の基本となる労働者の安全面の強化、並びに労働条件の向上の必要

性が挙げられ、調達基準書の内容および取組の周知徹底が最優先であるとの認識で、継続的に説明

会等の開催を検討しております。また、国内取引先においては上記と同様の活動が最重要と捉えられ

る一方、日本国内固有の労働問題として、外国人技能実習制度への取組が喫緊の課題であるとの認

識に至りました。 

 

5. 今後に向けて 

責任あるサプライチェーンの実現を目指し、一次サプライヤーを通じて二次以降のサプライヤーにも

「三起商行サプライチェーン行動規範」の遵守を要請するなど、自社およびサプライヤーへのアセスメ

ントをより徹底していきます。さらに、三起商行の社員のみならずサプライヤーなどの関係者の意識や

対応能力を向上させるため、啓発活動や教育・研修等を引き続き実施していきます。 
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